
L　レズビアン　　（女性同性愛者）　　　　　

G　ゲイ　　　　　（男性同性愛者）

B　バイセクシュアル　（両性愛者）

T　トランスジェンダー（性別違和）

ただ、これに限るものではなく、「性別」や人を好きに

なる気持ちは、境目がないグラデーションなものです。

LGBTs（セクシュアル・マイノリティ）と「s」をつけ
ることによって、多様な感じ方や考え方があることをあ

らわすこともあります。

という言葉を知っていますか？

LGBTとは？

LGBT

令和3年度船橋市市民公益活動
公募型支援事業の支援金を受けています。

　　　　〜　　　　にも多様な性を語れる交流会を！〜

LGBTと職場や生活

NPO法人JASH

船橋

　令和3年度は、イラストを取り入れたフライヤーを2回配布します。
社内や職場内でぜひ回覧などにご活用ください。

イラストレーター　らんか

あたりまえと思っていること、何気ない日常のふとし

たことでも、視点を変えると社会で課題になっている

こと、困っている人がいたりすることがあります。

LGBT 当事者を取り巻く現状として、社会の無理解や
偏見によるいじめや自殺率の高さがあげられ、マイノ

リティの生きづらさが社会課題となっています。知る

機会が不足していること、当事者と会う機会がないこ

とから身近には LGBT がいないと考える人が多いこと
が分かっています。実際はカミングアウトし難い社会

のため見えない存在となっています。



お問合わせ：tel: 090-6027-2003(イノマタ）
　　　　　e-mail:  info@npojash.org

　　団体サイト：https://www.npojash.org

パートナーシップ制度は、地方自治体が同性カップル

を、婚姻と同等のパートナーと承認する制度です。

海外では同性婚が合法化されている国もありますが、

日本では同性婚は認められていません。日本国憲法第

24条1項では、「婚姻は、両性の合意のみに基づいて成
立し…」と定められており、実質同性の婚姻届けは役所
では受理されないようになっています。

パートナーと公的に認めるもので、法的効力はありま

せんが、パートナーシップ制度を導入する自治体は近

年増えており、公営住宅への入居や医療機関での面

会・医療同意が認められるなどメリットがあります。

また、制度が広がることで、LGBTの理解促進はもちろ
ん、女性や子ども、高齢者、障害者、外国人などを理

由に差別されることなく、多様性を認め合う人権尊重

にも、一役かっているとも言えます。

ふなばしパートナーシップ宣誓制度が

2021年12月16日にスタートしました！



パートナーシップ制度とは？

千葉県では、2019年にまず千葉市で、その後松戸市、浦安市で制
度が導入されました。千葉市のパートナーシップ制度は、同性カッ

プだけでなく、事実婚の異性カップルについても婚姻と同等と認め

る全国発の制度となっています。また、柏市の公立中学校では性別

関係なくスラックスかスカートを選べる制服の導入があり、八街市

や東金市など、窓口関係手続書類の性別欄を廃止する自治体も出て

きています。

千葉での取り組み

2021年度は船橋市内で交流会を4回開催しています。お気軽にご参加ください。

〜セクシュアリティ・ジェンダー〜

第三回　ALL SEXUALITY交流会～職場とセクシュアリティ～
日程　2022年1月23日 (日) 15：00～17：00
場所　オンライン

NPO法人JASH（ジャッシュ）
船橋市を拠点に活動するNPOです。ご寄付
や賛助会員を募集しています！

第四回　ALL SEXUALITY交流会～ヒューマンライブラリー～
日程　2022年３月13日（日）15：00～17：00
場所　船橋駅徒歩5分の会場/オンライン

※交流会は感染症対策のうえ、開催します。新型コロナの状況によって、オンライン開催に変更することもあります。

団体概要と交流会の様子を動画にしました→

市職員向けのLGBT研修や市民への啓発パネル展や講座開催など、活
発な取り組みを続けてきました。そして、2021年12月にパートナー
シップ宣誓制度が制定されました。パートナー関係を持ち、共同生活

を営む２人なら性別は問わないパートナーシップ制度です。JASHで
も市在住メンバーが市内別団体や市議会議員と連携し、市長面談など

重ねてきました。千葉県内でも抜群の暮らしやすさを誇る船橋市。多

様なバックグラウンドの人たちが暮らしやすい地域を目指していま

す。

船橋市は？

千葉県

パートナーと一緒に生きていくことを選ぶとき、婚姻を望んだり、

周りから祝福されたいと願うのは自然なことではないでしょうか。

知る機会が不足していること、LGBT当事者が身近にい
ないという現状を社会課題ととらえ、課題解決の一つと

して、LGBT啓発の講演・研修を提案しています。

講演＆研修について
企業研修　プログラム例

交流会について

対象：社内研修やCSR研修、または人事担当者
第1回　LGBT基礎知識
第2回　LGBT当事者座談会

←交流会申し込みはこちらから


